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1 ユーザレベルの操作

1.1 本システム「WebAgentPlus」へのログイン操作

本システムは、インターネット対応教育支援システム「WebAgentPlus（ウエブエー

ジェント・プラス）」(略称：WebAP) であり、このシステムの上で、種々のサブシステ

ム、例えば、コミュニケーションシステム「ユーコム」、テスティングシステム「ユーテ

ス」等々が稼働する。

まずは、管理者が必要なコース（クラス）を作成し、ユーザ登録、履修登録を終えた後、

登録された個々のユーザが本システムにログイン可能となる。

なお、個々のユーザは、管理者、教師等から、「ユーザ情報（「ユーザ名」、「パスワー

ド」）」と「アクセス情報（URL）」を取得する必要がある。

1.1.1 アクセス用 URL

本システム関連のアクセス用 URLには、

1. お試し版用URL

http://webagent.japanwest.cloudapp.azure.com/WebYuKen/Home/WebApTrial

2. 本体システム (WebAP)用URL

http://webagent.japanwest.cloudapp.azure.com/WebYuKen/

3. 本体システムのホームページ用URL

http://webagent.japanwest.cloudapp.azure.com/WebYuKenHome/

の 3種がある。

現在閲覧中のこの「ユーザ用」マニュアル以外、「教師用」、「管理者用」、「お試し版用」

があり、これらは、上記、本体システムのホームページ用 URL(P.1 項目 3) からダウン

ロード可能であるが、本システム内に【詳細マニュアル】の表示関連が適宜配置されてい

るため、敢えてダウンロードする必要はない。なお、「管理者用」マニュアルのみは、申

請に応じて提供可能となっている。

1.2 ログイン操作の具体的な手順

システムにログインするためには、重複するが、各ユーザは予め、教師等の世話役から、

本システムへのアクセス情報 (本体システム (WebAP)用 URL：P.1 項目 1.1.1参照)と
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ユーザ情報 (「ユーザ名」と「パスワード」)を取得しておく必要がある。

1. ログイン画面の表示：ユーザが使用しているパソコンにて、任意のブラウザ（Google

Chrome を推奨）のアドレス欄に本システムへのアクセス情報 (P.1 項目 1.1.1 参

照) を入力・アクセスすると以下のような「ログイン画面」が表示される。なお、

精密な検証ではないが、スマホ (iPhone)でも基本的に動作する模様。

図 1: ログイン画面

2. ユーザホーム画面の表示：上記の「ログイン画面」で、「ユーザ名」と「パスワー

ド」を入力し、「ログイン」ボタンをクリックする。ログインに成功すると以下の

ような「ユーザホーム画面」が表示される。
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図 2: ユーザホーム画面

〇注意１：初回のログイン時のみ、セキュリティ上の理由から、「ユーザホーム画

面」ではなく、以下の「パスワード変更画面」が表示されるので、新パスワードを

入力後、「変更」ボタンをクリックする。

＊ 2回目以降の「ログイン」では直接「ユーザホーム画面」が表示されるので、直

接、ログイン後に表示される「ユーザホーム画面」(P.4項目 1.3)に進まれたい。

図 3: パスワード変更画面

〇注意２：パスワードが変更されると以下の画面 (「変更直後の画面」) が表示さ

れる。
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図 4: パスワード変更直後の画面

この中の指示に従い、「ログイン画面」へ移行し、新たなパスワードで再度ログイ

ンすると「ユーザホーム画面」に移る。

1.3 ログイン後に表示される「ユーザホーム画面」

図 5: ユーザホーム画面 (再掲)

コース名については、予め、登録 (履修)手続を終えているコース名のみが表示される。

具体的に、上記画面では、氏名「ユーコム花子」さんが、教師等の世話役により、既に、

「しゃれこうべの会」と「哲学教室」の 2つのコースに登録されているので、これらのコー

ス名が「ユーコム花子」さんの「ユーザホーム画面」に表示されている。

この「ユーザホーム画面」にて、任意のコース名（仮に「哲学教室」とする）をクリッ

ク（選択）すると、「≪哲学教室≫へようこそ」と表示された画面 (「ようこそ画面」と呼

ぶ)に移動する。
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図 6: ようこそ画面 (1)

この画面には、【詳細マニュアル】の表示関連があり、本システムの詳細なマニュアル

を簡単に表示させることが可能なので、操作に不慣れなユーザは是非活用されたい。具体

的に、【詳細マニュアル】の表示関連をクリックすると、その内容が展開される。
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図 7: ようこそ画面 (2)

詳細マニュアル表示の操作手順が明記されているので、その中の「ユーザ用マニュアル」を

クリックして、このマニュアルを参照しながら本システムの操作をする事をお薦めする。

「ようこそ画面」の下部には、「お知らせ (当該コースに属するメンバー全員に読んでも

らいたい簡単な情報：休講通知、台風情報等)」一覧が表示される。

お知らせ文は、当該コースの教師・世話役等が作成するが、お知らせが無ければ、「お

知らせは現在ありません」と明示される。

1.4 パスワード関連 (「パスワードの変更」、「パスワード忘れ」)

1.4.1 パスワードの変更

パスワードを変更したい場合は、最上部のメニュー (例えば、「図 6: ようこそ画面」の

最上部を参照されたい)から、「パスワードの変更」をクリック選択し、「パスワード変更

画面」を表示する。
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図 8: パスワード変更画面

「新パスワード」欄に新たなパスワードを入力し、「変更」ボタンをクリックすると自動

的に「ログイン画面」に戻るので、変更されたこの新たなパスワードを入力し、再度ログ

インする。

1.4.2 パスワード忘れ

パスワードを忘れた場合は、「ログイン画面」にて、正しい「ユーザ名」が入力されて

いる事を確認の上、下部に表示されている「パスワード再発行」ボタンをクリックする。

「【WebAgentPlus】パスワード再設定用確認コードの送信」というタイトルのメー

ルが当該ユーザのメールアドレス (通常ユーザ名と同様) に送信されると同時に、「パス

ワードを失念した場合」の画面が表示される。
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図 9: パスワードを失念した場合の画面

送信されたメールに書かれている「確認コード」を「パスワードを失念した場合の画面」

の「確認コード」欄に入力し、「送信」ボタンをクリックすると、「パスワード変更画面」

が表示されるので、ここで新たなパスワードを設定する (P.7図 8を参照されたい)。

1.5 サブシステム：「テスティングシステム (ユーテス)」の操作方法

1.5.1 テストの受け方

テストを受験するには、以下の手順を踏む。

1.5.1.1 ユーザメニューの展開

上部の「ユーザメニュー」から「テスト受験」配下のサブメニューを展開する。
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図 10: 展開されたユーザメニュー

メニュー「テスト問題一覧」を選択する。

1.5.1.2 テスト問題一覧

図 11: 【テスト問題一覧】(受験用)

1.5.1.3 テスト問題の選択

上記の【テスト問題一覧】(受験用)から希望するテスト問題の「ファイル名」(ここで

は例として「意味形態論入門テスト」)をクリック選択する。
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図 12: 【テスト問題≪意味形態論入門テスト≫】画面 (受験用)

1.5.1.4 テストに解答

テスト問題≪意味形態論入門テスト≫に適宜解答する。
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図 13: テスト問題に解答

1.5.1.5 テストの提出

「提出」ボタンをクリックしてテストを提出すると、【成績】一覧画面 (受験者用)が表

示される。

図 14: 【成績】一覧画面 (受験者用)
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1.5.2 成績関連

「ユーザメニュー」、「成績関連」から、「成績一覧」または「平均点一覧」を表示させる

事ができる。

1.5.2.1 成績一覧

「ユーザメニュー」、「成績関連」から、「成績一覧」をクリックする。

1.5.2.1.1 「採点結果」のリンク

P.11 図 14の「【成績】一覧画面 (受験者用)」から、当該テストの「採点結果」欄のリ

ンク「採点結果」(下線で明示)をクリックする。

図 15: 採点結果表示

満点正解には「〇」、満点未満には「△」、誤答には「×」が得点の直前に付記される。

上部の「得点情報」部分 (「総配点」、「自動採点」等)には、「自動採点」問題の結果が表

示される。なお、当該テスト問題に【記述問題】形式が含まれていた場合は、「教師採点」

問題の採点結果も明記されるが、教師による採点が終わっていない際には、未採点の　
し る し

徽章　

として「???」となる。
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1.5.2.1.2 正解表示

「正解表示」のリンク (下線で明示)がクリックされると、各ユーザの採点結果に正解を

明示する記号「!!」が付記される。

図 16: 正解表示 (＋採点結果)

1.5.2.2 平均点一覧

「ユーザメニュー」から、「成績関連」、「平均点一覧」をクリックする。ただし、複数の

受験生がいなければ、あまり意味は無いであろう。
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図 17: 平均点一覧画面

右端の「詳細」をクリックすると「平均点」以外、どの問題、どの選択肢を選んだか等、

「平均率」と「選択率」が示される。

図 18: 平均点の詳細画面

1.6 サブシステム：「コミュニケーションシステム (ユーコム)」の操作方法

「ユーコム」は、ゆったりとしたコミュニケーションを実現するコミュニケーションシ

ステムであり、「ゆったり」と「コミュニケーション」から「ユーコム」と命名している。
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1.6.1 ユーコム (YuCom)の選択

最上部の「ユーザメニュー」をクリックし、表示されるドロップダウン形式メニューか

らゆったりとしたコミュニケーションを実現するシステム、「ユーコム (YuCom)」をク

リック選択する。

因みに「ユーコム」では、メッセージを作成したり、メッセージに返信 (コメントを付

ける事)したりする事により、コミュニケーションが実現する。

〇注意：メッセージ編集作業の制約：具体的に、「異文化理解 (1)」というコースであるな

らば、このコースに属するメンバーのみが、ユーコムのメッセージを閲覧・編集する事が

可能となる (ただし、他のメンバーの作成したメッセージを修正・削除する事は出来ない。

制限の詳細については、後述の「メッセージの編集作業に関する制約 (P.33 項目 1.6.4)」

を参照されたい)。

1.6.2 「ユーコム (YuCom)メッセージ一覧」の表示

「ユーザメニュー」から「ユーコム」を選択すると、「ユーコムメッセージ一覧」が表示

される (最初の「ユーコム」アクセス時のみ一覧表示に若干の時間を要する場合がある)。
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図 19: 「ユーコム」メッセージ一覧 画面 (日時降順がデフォルト)

1. メッセージの表示方法：「一覧更新」ボタンの右横のボックスから選択する。デフォ

ルトは並替 (日時降順)であるが、ワンタッチで切り替えられる。

（a）並替 (日時降順)(デフォルト)：日時の若い順からメッセージが表示される。

（b）階層化表示メッセージ (トップメッセージ、親メッセージ)が最新のものから、

かつ、これにコメントがついているならば、それら (子孫メッセージ) が階層

的に束ねて表示される。
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図 20: 階層化表示された「ユーコム」メッセージ一覧 画面

因みにこうした階層的な表示であっても、「ユーコム」では高速性が保たれ、約

70,000個のメッセージがあっても、ほぼストレスなく、階層的に表示される。

（c）並替 (日時昇順)：日時の古い順からメッセージが表示される。

2. ページサイズの変更：この一覧では、既定値として、1ページに 5個のメッセージ

が表示されるが、「ページサイズ：」右横のボックスに任意の数値を入力してエン

ターキーを押すと 1ページのメッセージ数が自動で変更される (P.40項目 1.6.8.3

参照)。

なお、「ユーコム」の実際の操作方法については、上部の【操作方法】を、「新着」メッ

セージについては、上部の【新着】について、をクリックすると以下の指示・説明が展開
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される。

図 21: 展開された「操作方法」と「新着」

上図の「新着」の詳細については、P.40項目 1.6.8.2 、「一覧更新」の詳細については、

P.40項目 1.6.8.3、「特別表示」の詳細については、P.40項目 1.6.8.5 を参照されたい。

さて、まずは、メッセージの新規作成、任意のメッセージへの返信 (コメントを付ける

事)等の操作方法を以下にて通読されたい。

1.6.3 メッセージの新規作成

新たなメッセージを作成するには、「新規メッセージ作成」ボタンをクリックする (「返

信」、「修正」、「添付」ボタンは各メッセージが作成された際に付加される)。

18



以下のような【メッセージ作成画面 (新規用)】が表示され、入力項目として、「主題」、

「ジャンル」、「本文」の３項目が明示される。

図 22: メッセージ作成画面 (新規用)

1. メッセージの作成・編集：「主題」、「ジャンル」を設定し、「本文」にて、任意のテ

キストを入力する。
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図 23: メッセージ作成画面 (新規用)入力例

「送信」をクリックする (「送信」のクリックを忘れない事！ )とこのメッセージが

データベースに保存され、同時に、「ユーコムメッセージ一覧」画面に反映する。
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図 24: 「ユーコム」メッセージ一覧 画面

2. 返信・修正等：各メッセージに付加されている「返信」、「修正」ボタンについても同

様の手順となり、これらのボタンをクリックすると【メッセージ作成画面 (返信用

または修正用)】が表示される。以下の図では「返信」ボタンをクリックしている。

なお、「返信」とは、任意のメッセージにコメントを付ける事。「返信」の詳細は、

P.36項目 1.6.7 を、「修正」の詳細は、P.33項目 1.6.5を参照されたい。
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図 25: 【メッセージ作成画面 (返信用)】

適宜、返信データを入力して「送信」ボタンをクリックすると、この返信のメッ

セージ (コメント)が、自動的に「ユーコムメッセージ一覧」画面に反映する。
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図 26: 反映された「ユーコム」メッセージ一覧 画面

メッセージの表示方法を「階層化表示」に切り替えると、以下の表示となる。
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図 27: 階層化表示による「ユーコム」メッセージ一覧 画面

「ID：102」番のメッセージが、「ID：101」番のメッセージの配下に表示されている。

3. マルチメディアファイルの挿入：画像、音声、動画を設定するには、【メッセージ

作成画面】内の【ファイル一覧】をクリックする。右上に、「ファイルリスト」ダ

イアログが表示され、ユーザ自身が既にアップロードしているファイル名一覧が表

示される。
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図 28: 【メッセージ作成画面 (新規用)】にて【ファイル一覧】をクリック表示

【注意１】：この図は、アップロードされたファイルが無い場合を示しているので、

緑のアイコン「ファイル追加」をクリックして、ユーザ個人の端末 (パソコン等)か

ら、新たにファイルをアップロードする。具体的には、P.27 項目 4の「ファイル

の追加」を参照されたい。

【注意２】：「ファイルリスト」に希望のファイルが存在しない場合も、同様に、ファ

イルを追加する。

【注意３】：重複するが、この「ファイルリスト」ダイアログに表示されるファイル

は、ユーザ自身がアップロードしたファイルに限られ、他のユーザ・メンバーの

アップロードしたファイルは表示されない。

以下の図では、既にアップロードされたファイルの一覧が示されている。
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図 29: 【メッセージ作成画面 (新規用)】にて【ファイル一覧】をクリック表示

この「ファイルリスト」から、任意のファイル名をクリックすると、自動的に、作

成中のメッセージ内の「本文」内のマウスポイント位置に挿入されるので、適宜、

「送信」ボタンをクリックして、メッセージを保存すると、即座に、「ユーコムメッ

セージ一覧」に反映される (「送信」ボタンをクリックしないと保存されない)。

26



図 30: マルチメディアファイルがメッセージに挿入された画面

なお、【ファイル一覧】を介して「ファイルリスト」ダイアログに表示されるファ

イルの種類は、「画像」、「音声」、「動画」の 3種に限定される。後述の「添付」につ

いては種類に制限はない。

4. ファイルの追加：「ファイルリスト」ダイアログにファイルが１個も存在しない、

または、希望のファイルが無い場合、「ファイルリスト」ダイアログ上部右の緑の

「ファイル追加」アイコンをクリックする。
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図 31: 緑の「ファイル追加」アイコンをクリックして表示される画面

【ファイルの追加】の下部に、

ファイル (複数可)をドラッグ＆ドロップして下さい。またはここをクリック

(タップ)して任意のファイル (複数可)を選択してください。

とあり、この指示に従い、ファイルをアップロードする。

この「ファイルリスト」から、任意のファイル名をクリックすると、自動的に、作

成中のメッセージ内の「本文」内のマウスポイント位置に挿入される。

その後、適宜、「送信」ボタンをクリックして、メッセージを保存すると、即座に、

「ユーコムメッセージ一覧」に反映される (「送信」ボタンをクリックしないと保存

されない)。

5. ファイルの添付：メッセージにファイルを添付するには、「ユーコムメッセージ一

覧」画面の各メッセージに付加された「添付」ボタンを利用する。
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図 32: ユーコムメッセージ一覧

希望するメッセージに付加された「添付」ボタンをクリックして「ファイルリスト」

ダイアログを表示させる。
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図 33: ユーコムメッセージ一覧：ファイルリスト

「ファイルリスト」ダイアログが表示されるので、ここから添付したいファイル名

をクリック選択するか、希望するファイルが無ければ、ファイルを追加する (P.27

項目 4を参照されたい)。追加されたファイルは即座に「ファイルリスト」ダイア

ログに反映する。なお、ファイルの種類に制限はない。
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図 34: 添付ファイル選択画面

ここでは、例として、「ファイルリスト」ダイアログからファイル「実験用 PDF

ファイル.pdf」をクリック選択する。
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図 35: メッセージにファイルが添付された状態

【注意】「添付」ボタンの右横に添付されたファイル名「実験用 PDFファイル.pdf」

が明示される。

（a）添付ファイルの削除：黄緑の「ゴミ箱アイコン」をクリックすると削除される。

（b）添付ファイルのダウンロード：添付ファイルをダウンロードするには、添付

ファイルのリンク (下線で明記) をクリックすると、自動的にダウンロードが

始まる。

（c）PDF展開：ダウンロードするファイルが PDFの場合、リンクをクリックす

ると、PDFファイルが直接開かれる。

（d）注意：通常のメール送信とは異なり、「ユーコム」では、メッセージが個人に

送られることは無く、サーバに保存され、ユーザが「ユーコム」に入ると、適

宜、当該コースのメンバーにより作成されたサーバ内のメッセージが「ユーコ

ムメッセージ一覧」に表示される。
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従って、添付についても、通常のメール送信の場合は、メール送信時に同時に

添付するが、「ユーコム」では、同時ではなく、「ユーコム」メッセージ一覧に

表示されてから「添付」ボタンをクリックして添付する事になる。

1.6.4 メッセージの編集作業に関する制約

ユーコムのメッセージは、当該コースのメンバーであるならば、誰もが、メッセージの

新規作成、また、メッセージへの返信 (コメントを付ける)を行う事ができる。制約があ

るのは、メッセージの「修正」・「削除」・「添付」作業である。

1. メッセージの修正：本人の作成したメッセージであり、かつ、コメントが付与され

ていない場合にのみ、修正可能である。

2. メッセージの削除：本人の作成したメッセージであり、かつ、コメントが付与され

ていない場合にのみ、削除可能である。

3. メッセージへの添付：本人の作成したメッセージである場合にのみ、ファイルの

「添付」が可能である (添付ファイルの削除も可能)。

1.6.5 メッセージの修正

既述のように、本人が作成したメッセージであり、かつ、コメントがついていない (紐

づけられた返信がない) メッセージについては、各メッセージに付加されている「修正」

ボタンをクリックする (上記制約により修正できない場合は、クリックできない！ )と、

本文内容を伴って、「メッセージ作成画面 (修正用)」が表示される。

33



図 36: メッセージ作成画面 (修正用)

適宜修正のうえ、「送信」ボタンをクリックする。即座に、「ユーコムメッセージ一覧」

に反映される。

なお、コメントメッセージ同様、この修正されたメッセージが、「ユーコムメッセージ

一覧」に反映されると、タイトル (主題)部分の背景色が一時的に色付けられ、当該修正

メッセージの位置が明確になる。

1.6.6 メッセージの削除、添付ファイルの削除

1. メッセージの削除：既述のように、本人が作成したメッセージであり、かつ、コメ

ントがついていない (紐づけられた返信がない)メッセージ (主題のタイトル末尾に

「ゴミ箱アイコン」で明示)については、削除可能。

「ゴミ箱アイコン」をクリックすると、「削除してもよろしいですか？」との削除確
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認メッセージが小ダイアログに表示されるので、「OK」をクリックすれば削除さ

れる。

図 37: メッセージの削除

2. 添付されたファイルの削除：既述のように、本人が作成したメッセージの添付ファ

イルならば (添付ファイル名の直後にゴミ箱アイコンで明示)削除可能。
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図 38: 添付ファイルの削除

1.6.7 メッセージへの返信 (コメントを付ける事)

コメントを付けたいメッセージに付加されている「返信」ボタンをクリックすると、

「メッセージ作成画面 (返信用)」が表示され、かつ、元のメッセージの内容が引用符付き

で表示される (P.21項目 2参照)。
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図 39: 【メッセージ作成画面 (返信用)】

コメント入力、マルチメディアファイルの挿入等々、適宜編集する。
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図 40: 【メッセージ作成画面 (返信用)：編集中】

編集後、忘れずに、「送信」ボタンをクリックすると、このコメント (返信)メッセージ

が、「ユーコムメッセージ一覧」に反映されるとともに、タイトル (主題)部分の背景色が

一時的に色付けられ、当該コメントメッセージの位置が明確になる。
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図 41: 【更新されたユーコムメッセージ一覧】

1.6.8 その他の機能

1.6.8.1 ジャンル選択

以下の「ユーコムメッセージ一覧」では、初期の既定値として、「全て」のジャンルの

メッセージが表示されるが、特定のジャンルに限定する場合は、「ユーコムメッセージ一

覧」の上部の「ジャンル」から任意の項目をクリック選択する。これにより、絞られた

ジャンルのメッセージのみが表示される。

39



1.6.8.2 新着

個別のユーザが「ユーコム」を最後に出た時刻以降に作成された他のユーザのメッセー

ジ群をドロップダウン形式で表示する。ここから、任意の項目 (個別メッセージの ID)を

選択すると、「ユーコムメッセージ一覧」(P.39 図 41) にて、そのメッセージ ID のある

ページに移動し、かつ、当該メッセージの主題を色付け表示する。

1.6.8.3 ページサイズ更新

「ユーコム」では、高速のページング処理が実装されており、既定値として、1ページに

5つのメッセージを表示するが、この値を自由に変更する事が可能である。具体的に、例

えば、5から 8に変更するには、「ユーコムメッセージ一覧」の上部の「ページサイズ：」

の右隣の入力欄に 8を入力しエンターキーを押すと、1ページに、リアルタイムで 8個の

メッセージが表示される。

1.6.8.4 一覧更新

複数の人間（仮に A、B、Cとする）が同時に「ユーコム」に入っていて、例えば Aさ

んがメッセージを新規作成した場合 (「返信」、「修正」も同様)、この事は、通常、Bさん

と Cさんの「ユーコムメッセージ一覧」には反映されない。これは、インターネットの制

約 (「ステートレス」)に依るものであるが、これでは不便なので、「ユーコム」では、本

人以外のユーザにより新規作成されたメッセージであっても、これを各ユーザに通知する

機能を有している。

具体的には、新規メッセージの有無を 30秒毎にチェック (本来は SignalR等を使うべ

きであろう)し、仮に 3個の新規メッセージがあった場合、「一覧更新」ボタンの表記が自

動的に「一覧更新 (3)」と変わり、かつ背景色を赤にして際立たせる。

これにより、各ユーザは、適宜、この「一覧更新 (3)」ボタンをクリックして、この 3個

の新規メッセージを各自の「ユーコムメッセージ一覧」に反映・表示させる事ができる。

また、同時に、「一覧更新 (3)」ボタンもリセットされ、当初の「一覧更新」ボタンに戻る。

1.6.8.5 特別表示

「ユーコム」の特徴の一つは、メッセージ群が高速かつ階層的に表示される点にある。

つまり、仮に Aというメッセージがあり、これに返信する（コメントする）と子メッセー
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ジができる。この子メッセージにはさらに子メッセージが付けられ得る。この種の関係を

以下に記述する。メッセージ番号は若い数字がより早い時刻に作成された事を意味する。

メッセージ１

　┗メッセージ３

　　　┗メッセージ５

　┗メッセージ４

メッセージ２

　┗メッセージ６　

メッセージ７

この種の階層関係をチェックして、高速にソーティング・表示するのは容易とは言えな

いが、「ユーコム」では、約 7万個のメッセージがあっても、迅速にソート・表示する事

が可能である。

仮に、ネット授業を想定した場合、一クラス (一コース)に 100名の履修者がいるとし

て、100名全員が毎日 2個のメッセージを作成すると、ひと月で 6000個となり、一セメ

スター、約半年で、36000個となる。これは現実には非現実的な数値であろうが、それで

もユーコムには余力が残る。

さて、このように、階層的に表示するのではなく、子孫メッセージを隠して、親メッ

セージ (トップメッセージ)のみを表示させて全体を鳥瞰したい場合等々に対応するため、

「特別表示」ボタンを作成している。

このボタンをクリックすると、以下のように、「トップメッセージ一覧ダイアログ」画

面が表示される。
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図 42: トップメッセージ一覧ダイアログ画面

「トップメッセージ一覧ダイアログ」内のメッセージについて、その主題のタイトルの

末尾にある赤いアイコンをクリックすると、このメッセージとその配下の子孫メッセージ

が元の画面に表示され、かつ主題部分の背景が赤色に変わる。
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図 43: 「特別表示」から選択されたメッセージの主題の背景を赤色にする

1.6.8.6 環境設定

図 44: ユーザメニュー画面
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「ユーザメニュー」から「環境設定」をクリックして、「ニックネーム」、「自画像の設

定」、「自画像の設定解除」のいずれかをクリック選択する。

1.6.8.6.1 ニックネームの設定

ユーコムの各メッセージには、部分的に重複するが、「作者」欄があり、通常、当該メッ

セージの作成者の氏名が表示される。

しかしながら、氏名ではなく、ニックネームを提示したい場合もあり、その場合は、

「ユーザメニュー」から「環境設定」をクリックして、「ニックネーム」をクリック選択

する。

図 45: ニックネーム設定・変更画面

例えば、「ニックネーム」に「雪姫」と入力し、「設定・更新」ボタンをクリックすると、

以下の画面が表示される。
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図 46: ニックネーム設定・変更 (終了)画面

設定・変更が完了すると、下部に、

新たなニックネーム: 【雪姫】 が設定されました (ユーコムでこれが有効になるの

は、この時点以降に書かれたメッセージからです)。

と表示される。

〇注意 1：ニックネームを解除するには、ニックネーム入力欄を空にして (空にすると「⇒

ニックネームを入力して下さい」との薄いメッセージが表示されるがそのまま入力しない

で)、「設定・更新」ボタンをクリックする。

〇注意 2：解除が有効になるのは、次にメッセージを作成した時からである。

〇注意 2：Emailの変更については、暫定的に変更不可としてあるが、ニックネームはい

つでも設定・変更可能。

1.6.8.6.2 自画像（写真、イメージ等）の設定

各メッセージには、「本文」という表記の直下に、作成者をイメージする画像が付加さ

れるが、デフォルトのイメージから、ユーザ好みの画像（写真、イメージ、イラスト等で

も構わない）に切り替えることが可能である。

むしろ、切り替えたほうがメッセージの可読性が上がる可能性もある。設定するには、

「ニックネームの設定」同様、「ユーザメニュー」から、「環境設定」、「自画像の設定」を選

択する。
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図 47: 自画像の設定画面

任意の画像をアップロードするだけで、自動的に自画像が設定される。

図 48: 自画像の設定画面：イメージファイルをアップロード

〇注意：切り替えられた自画像が有効になるのは、次にメッセージを作成した時からで

ある。

1.6.8.6.3 自画像（写真、イメージ等）の設定解除

自画像をデフォルトの画像に戻すには、「ユーザメニュー」、「環境設定」、「自画像の設

定解除」をクリックするだけ。デフォルトの自画像が有効になるのは、次にメッセージを
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作成した時からである。

1.7 教材関連

「ユーザメニュー」、「教材関連」、「教材一覧」を選択する。

図 49: 【教材一覧】画面

ファイル名をクリックするとそのファイルのダウンロードが開始する。PDFファイル

の場合は、通常、ファイルの内容が直接表示される。

1.8 メンバー関連

「ユーザメニュー」、「メンバー関連」から「入退室一覧」または「履修者一覧」を選択

可能。

図 50: 【メンバー関連】メニュー
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1.8.1 入退室一覧

図 51: 入退室一覧

1.8.2 履修者一覧

図 52: 履修者一覧

1.9 ファイル関連

個々のユーザが、自身の画像等のファイルをアップロードした場合、以下の「ファイル」

メニューから、「ファイル一覧」を選択すると、アップロードしたファイル名が示される。
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図 53: 【ファイル】メニュー

メニューから、「ファイル一覧」を選択する。

1.9.1 ファイル一覧

図 54: 【ファイル一覧】

1.9.2 ファイル情報のチェック

ファイル名は、データベースで管理されているが、ファイルの実態は、物理的にハード

ディスクに存在する。何らかの理由で、管理情報と実態情報に不整合が生じた場合、これ

を整理する機能。
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メニューから、「ファイル情報のチェック」を選択する。

図 55: 【ファイル情報のチェック】

1.9.3 ファイルアップロード

個々のユーザがファイルをアップロードする際に、メニューから、「ファイルアップロー

ド」を選択する。ただし、大きなサイズのファイルのアップロードは控えられたい。な

お、通常、ここでアップロードする事は無いと思われる。。

図 56: 【ファイルアップロード】画面
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